
ベトナムとのビジネス 

 

国内ビジネスとの違いを痛感しました。 

 

社会主義国（共産党一党の指導体制）は日本の常識は通用しません。 

また、ビジネスを始めて言葉の壁（ニュアンス等も含む）や、蔓延する汚職といった社会

環境の中、日本人の常識・感覚が当たり前ではない事を実感しました。 

  

そのためにも情報収集能力と環境に適応する柔軟さが求められます。 

  

ベトナムとのビジネスの将来性として、先に述べたように貧富の差が拡大していくであろ

う将来像から、新規事業計画の目的に適したターゲットを絞ることで一定数の顧客を取り

込んでいける見込みがつきました。 

  

日本産ブランドを高級志向として捉えている人口はまだ少数ですが、経済が豊かになって

いく中で確実に富裕層向けの本物志向が拡大していくと確信しています。 

  

ベトナム人との人間関係では、アジア諸国の中でも特に日本人に対して友好的に接してく

れる国民性です。 

向上心も高く仕事に対しても真面目に取り組みますし、少しシャイな部分はありますが自

分の意見もしっかり持っているので、人間関係は比較的良好な状態です。 

 

今まで「井の中の蛙」であった我が社が海外進出をスタートとした理由は、将来的に国内

だけでのビジネスに対する危機感からです。 

 

これからもベトナムにおける近況報告をしてまいります。 
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